
政治学演習α(藤井浩司) 通年
政政・経演・国演

藤井　浩司

科　目　名 学期 配当年次・単位整理番号 担当教員

３年以上：４単位１１９

　世紀の転換のただなかにあって、20世紀後半期を通じて先進社会が共有してきた戦後コン
センサスの終焉が告げられている。21世紀になってさらに顕著になったこの〈揺らぎ〉は、
既成の体制として構築された社会・経済・政治構造の抜本的な組み替えを迫っている。
Restructuring. realignmentなどといったフレーズで示される構造改革の課題は、特に政府
／公共部門にとって「存立の危機」にかかわるほどにまで重くのしかかり、厳しく問い直さ
れている。「モデルなき実験」、「羅針盤なき航海」ともいわれる課題への取り組みは、各
国によってさまざまであり、再編の道程も定まっていない。自らの座標を定め、課題解決の
ためのオルタナティヴを探るうえで、各国の政策対応を整理・分析する意義はこれまで以上
に大きいといえる。こうした問題関心から、各国における個別政策分野での政策対応の現
状・課題・展望について検討していきたい。

第１回－第30回：受講生研究報告＋質疑応答、講評・総括

　別途随時指示する。

　ゼミナールは、３・４年合同で２時限連続で行います。フルタイム参加するのがゼミ加入

の前提条件です。また、合宿（夏）、コンパ（随時）など課外活動への参加は、ゼミ参加の

基本的な条件です。

比較公共政策への接近

政治学科
2012

　各自の研究課題に関する論文作成。

　議題に関する質疑応答。講評力の涵養。
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30 レジュメ内容、ターム・ペーパー、卒論。

50 出席状況、参加意欲、授業運営への貢献。

20 ゼミ合宿などへのプロジェクトへの参加。
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